
　

５
月
18
日
、
市
区
長
連
絡
協
議
会
の
総
会

で
、
区
長
の
皆
さ
ん
か
ら
会
長
と
し
て
再
選

を
い
た
だ
き
、
１
年
間
活
動
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

４
月
14
日
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
、
合

志
市
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
強
烈

な
揺
れ
に
襲
わ
れ
、
私
た
ち
も
住
民
の
皆
さ

ん
を
公
民
館
な
ど
に
受
け
入
れ
、
と
も
に
不

安
な
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
、
次
第
に
余
震
も
お
さ
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
油
断
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら

は
地
域
の
復
興
を
進
め
て
い
く
時
期
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

区
長
協
議
会
で
も
、
市
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
手
を
携

え
、
合
志
市
の
復
興
に
「
が
ま
だ
す
」
所
存

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
区
長
と
い
う
立
場
は
住
民
の

皆
さ
ん
に
最
も
近
く
、
皆
さ
ん
と
の
協
働
で

活
動
で
き
る
重
要
な
立
場
に
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
市
区
長
連
絡
協
議
会
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
自
分
と
人
の
違
う
部
分
も
受
け
入

れ
よ
う
」

　

こ
の
標
語
は
、
西
合
志
中
学
校
の
山

本
祥
子
さ
ん
（
当
時
２
年
生
）
の
作
品

で
す
。
２
０
１
６
年
人
権
啓
発
カ
レ
ン

ダ
ー
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
自
分
の
今
ま
で
の
言
動
を
反

省
し
な
が
ら
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
人
の
違
う
部
分
を

受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
全
て
の

人
に
対
し
て
、
そ
の
考
え
や
行
動
、
存

在
な
ど
を
そ
の
ま
ま
偏
見
な
く
認
め
る

こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

　

若
い
頃
の
私
は
、
自
分
が
で
き
る
こ

と
を
で
き
な
い
人
が
い
た
ら
、
そ
の
人

の
努
力
が
足
り
な
い
の
だ
と
思
い
、
そ

の
人
に
責
任
を
押
し
付
け
て
い
ま
し

た
。「
ど
う
や
っ
た
ら
そ
の
人
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
か
」
考
え
て
適
切
な
支

援
を
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
で
き
ず
、
自

分
と
人
は
基
本
的
に
違
う
部
分
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
生
経

験
を
重
ね
る
中
で
、
今
で
は
自
分
と
人

の
違
う
部
分
を
少
し
ず
つ
受
け
入
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
で
も
違
い
を
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
車
の
運

転
の
仕
方
で
、
私
た
ち
夫
婦
は
よ
く
口

論
を
し
ま
す
。
お
互
い
の
運
転
の
仕
方

に
注
文
を
つ
け
る
か
ら
で
す
。
そ
の
と

き
は
運
転
の
能
力
、
反
射
神
経
、
車
間

距
離
の
と
り
方
な
ど
、
お
互
い
の
違
い

を
認
め
合
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

今
の
世
の
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の

人
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
男
性
、
女

性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
病
弱
な
人
、

心
身
に
何
ら
か
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
持
つ
人
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

人
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
、
ハ
ン

セ
ン
病
回
復
者
、
生
ま
れ
た
場
所
や
住

ん
で
い
る
場
所
で
不
利
益
を
受
け
る
人

な
ど
、
例
を
挙
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
の
立
場

の
違
い
を
理
解
し
合
い
、
何
の
遠
慮
も

な
く
、
精
い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
け
る
ま

ち
に
し
た
い
。
山
本
さ
ん
の
標
語
に

は
、
そ
う
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

人権擁護委員

上田　一男
（東）

区長連絡協議会長

古河　幹男
（榎ノ本）

人
権
よ
も
や
ま
話

夏
号

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
人

権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
見
守
り
、
人
権
が
侵

さ
れ
た
と
き
に
相
談
相
手
に
な
る
な
ど
、
私

た
ち
の
間
に
正
し
い
人
権
の
考
え
方
を
広
め

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
啓
発
活
動
の
重
点
目
標
を

「
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀
～
考
え

よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

育
て
よ
う　

思
い

や
り
の
心
～
」
と
定
め
、
積
極
的
な
啓
発
活

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
に
は
、
市
長
か
ら
推
薦
さ
れ
、
法
務
大

臣
が
委
嘱
し
た
人
権
擁
護
委
員
が
９
人
い
ま

す
。

平
成
28
年
度
市
特
設
人
権
相
談
所
開
設

●
と
き

　

９
月
９
日
㈮
（
ふ
れ
あ
い
館
の
み
）

　

９
月
13
日
㈫
（
泉
ヶ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
の
み
）

　

12
月
７
日
㈬

　

平
成
29
年
２
月
３
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
と
こ
ろ

　

泉
ヶ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ
い
館

※
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

区
長
連
絡
協
議
会
長
が
決
ま
り
ま
し
た

▼
問
い
合
わ
せ
先	

人
権
啓
発
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育
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御
代
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セ
ン
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ー
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２
４
２
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１
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０

▼
問
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合
わ
せ
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総
務
課　

総
務
・
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女
共
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画
班（
合
志
庁
舎
）
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２
４
８
）１
１
１
２

人権イメージキャラクター

人KEN まもる君 人KEN あゆみちゃん

市
人
権
擁
護
委
員

戸
浪
佳
寿
子
（
く
ぬ
ぎ
ヶ
丘
団
地
）

小
林
富
代
子
（
若
原
）

桑
原　

典
恵
（
杉
並
台
）

上
田　

一
男
（
東
）

中
村
十
九
男
（
須
屋
）

中
島　
　

守
（
鹿
水
）

池
頭
由
美
子
（
栄
温
泉
団
地
）

長
尾　
　

隆
（
み
ず
き
台
）

澤
田
日
出
夫
（
二
子
）

平
成
28
年
度 

市
区
長
連
絡
協
議
会
役
員

	

会　

長	

古
河　

幹
男
（
榎
ノ
本
）

副
会
長	

内
川　

祐
輔
（
杉
並
台
）

	

〃	

緒
方　

博
詞
（
辻
久
保
）

	

〃	

松
﨑　

和
寛
（
す
ず
か
け
台

）

理　

事	

吉
岡　

誠
敏
（
油
古
閑
）

	

〃	

福
島　
　

基
（
原
口
）

	

〃	

工
藤　

淨
二
（
黒
松
）

	

〃	

古
武
城　

繁
（
黒
石
）

	

〃	

永
野　
　

寛
（
南
陽
）

監　

事	

高
來　

正
人
（
黒
石
原
）

	

〃	

西
野　

良
昭
（
南
須
屋
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 
で
す

こちら

こん
にちは

　
「
震
災
被
害
の
役
に
立
て
ば
」
と
い
う
親
切

心
を
利
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
で
だ
ま

す
詐
欺
で
す
。
契
約
す
る
と
き
は
、
契
約
内

容
や
金
額
を
し
っ
か
り
確
認
し
、
そ
の
場
で

す
ぐ
に
契
約
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

地
震
に
関
連
し
た
画
面
が
出
て
も
、
心
当

た
り
が
な
い
メ
ー
ル
は
絶
対
に
開
封
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
の
事
例

◦
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
壊
れ
た
の
で
業
者
へ
廃
棄

処
分
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
高
額
な
処
分

料
と
運
搬
費
を
請
求
さ
れ
た
。

◦
耐
震
補
強
工
事
の
見
積
も
り
を
依
頼
す
る

と
、
翌
日
業
者
が
来
て
工
事
を
行
な
い
、

完
了
後
に
高
額
な
費
用
を
請
求
さ
れ
た
。

◦
無
料
で
水
を
配
っ
て
い
る
と
の
電
話
が
あ

り
業
者
が
訪
問
し
て
来
た
が
、
浄
水
器
の

販
売
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
は
誰
か
に
相
談
し
、
冷
静
に
対
応
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
合
志
庁
舎
２
階　

総
務
課
内
）

　

☎（
２
４
８
）５
４
４
２

相
談
受
付
時
間

　

平
日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

家
屋
修
理
な
ど
震
災
便
乗
商
法
に
注
意
！

相
談
事
例
①

　

突
然
電
話
で
「
国
際
的
な
医
療
活
動
を

行
な
う
救
済
セ
ン
タ
ー
を
被
災
地
で
立
ち

上
げ
る
。
支
援
す
る
会
社
の
未
公
開
株
を

買
わ
な
い
か
」
と
勧
誘
さ
れ
た
。
実
在
す

る
病
院
の
院
長
が
理
事
長
と
聞
き
、
信
用

し
て
購
入
し
て
し
ま
っ
た
が
、
返
金
し
て

ほ
し
い
。

相
談
事
例
②

　

携
帯
電
話
に
「
地
震
速
報
」
と
い
う
メ

ー
ル
が
届
い
た
。
メ
ー
ル
を
確
認
す
る
と

「
詳
細
は
こ
ち
ら
ま
で
」
と
あ
っ
た
。
ア
ド

レ
ス
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
出
会
い
系
サ
イ

ト
に
つ
な
が
り
、
驚
い
て
連
絡
先
に
電
話

す
る
と
、
高
額
な
登
録
料
を
請
求
さ
れ
た
。
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